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さ
て
、
前
回
は
、
農
林
公
庫
の
ご
融
資
先
の
経
営

動
向
を
調
査
し
た
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
平
成
六
年
と

十
三
年
に
お
け
る
大
規
模
稲
作
経
営
の
水
稲
作
付
面

積
と
農
業
所
得
の
関
係
を
示
す
グ
ラ
フ
を
比
較
し
、

近
年
の
変
化
と
し
て
、
①
米
価
下
落
等
に
よ
っ
て
全

体
的
に
収
益
性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
②
規
模
拡

大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
働
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
こ
と
の
２
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

　
今
回
は
、
こ
の
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
詳
細
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
表
１
及
び
表
２
と
も

に
、
稲
作
個
人
経
営
の
調
査
先
の
平
均
値
に
つ
い
て
、

平
成
六
年
と
十
三
年
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
経
営
規
模
に
つ
い
て
、
水
田
経
営
面
積
は
、

借
地
の
増
加
に
よ
り
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
へ
と
増
加
。
し
か
し
、
水
稲
作
付
面
積
は

逆
に
一
〇
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
へ
と
減
少
し
、
転
作
面
積
が
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
四
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

水
稲
単
収
に
は
変
動
が
あ
り
ま
す
が
、
一
〇
ア
ー
ル

当
た
り
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
高
収
量
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
他
方
、
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
玄
米

販
売
価
格
は
や
は
り
大
幅
に
低
下
し
て
お
り
、
一
万

八
、
九
二
九
円
か
ら
一
万
四
、
九
〇
五
円
へ
と
二
割

の
ダ
ウ
ン
で
す
。

　
こ
う
し
た
作
付
規
模
や
販
売
価
格
の
変
化
を
受
け

て
、
損
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
か
、
表

２
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
米
販
売
収
入
は
価
格
下
落
の
た
め
に
四
七
二
万
円

（
二
八
％
）
の
大
幅
な
減
少
で
す
。
こ
れ
を
補
う
た

め
作
業
受
託
の
拡
大
に
取
り
組
み
、
受
託
収
入
は
約

八
一
万
円
の
増
加
。
し
か
し
、
転
作
を
含
む
そ
の
他

部
門
収
入
は
、
約
六
一
万
円
の
増
加
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
業
収
入
は
二
、
三
〇
六
万
円

か
ら
二
、
二
五
五
万
円
へ
と
若
干
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
農
業
支
出
は
一
、
四
四
七
万
円
か
ら
一
、
七

〇
八
万
円
へ
と
か
な
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

訳
を
み
る
と
、
稲
作
の
物
財
費
は
五
〇
九
万
円
か
ら

四
〇
六
万
円
へ
と
減
少
し
、
支
払
地
代
も
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
減
価
償
却
費
や
雇
用
労
賃
が
増
加

し
た
ほ
か
、
稲
作
以
外
の
部
門
の
費
用
を
含
む
そ
の

他
の
費
用
が
か
な
り
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
農
業
所
得
は
八
五
九
万
円
か
ら
五
四

七
万
円
へ
と
三
六
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
豊
凶
変
動
の
要
因
を
除
外
す
る
た
め
、
平

成
一
三
年
の
水
稲
単
収
を
平
成
六
年
並
み
の
一
〇
ア

ー
ル
当
た
り
五
四
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
、
こ
れ
に
応

じ
て
米
販
売
収
入
を
上
方
修
正
し
た
場
合
で
も
、
農

業
収
入
は
横
ば
い
程
度
で
、
農
業
所
得
は
六
〇
九
万

円
と
や
は
り
減
少
は
免
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
大
規
模
稲
作
経
営
に
お

け
る
収
益
性
低
下
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
作
用
低

下
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
姿
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

「
借
地
に
よ
る
規
模
拡
大
が
若
干
進
ん
だ
も
の
の
、

転
作
の
受
け
手
と
し
て
転
作
面
積
が
増
加
し
、
水
稲

作
付
は
わ
ず
か
に
減
少
。
転
作
部
門
の
収
入
は
そ
れ

程
増
え
ず
、
作
業
受
託
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
の
、
米
価
下
落
に
よ
る
収
入
減
を
補
う
に
は
至

ら
ず
、
農
業
収
入
は
減
少
な
い
し
横
ば
い
の
状
況
。

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
、
稲
作
部
門
の
物
財
費
を

中
心
に
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
転
作

や
作
業
受
託
の
拡
大
に
伴
い
機
械
・
施
設
に
関
わ
る

減
価
償
却
費
そ
の
他
の
費
用
が
か
さ
み
、
経
営
面
積

の
増
加
分
程
度
は
支
出
合
計
も
増
加
。
こ
の
た
め
農

業
所
得
は
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
」

　
以
上
は
あ
く
ま
で
も
「
平
均
値
」
に
よ
る
説
明
で

す
が
、
実
感
に
近
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
個
々
に
見
れ
ば
様
々
な
工
夫
に
よ
っ
て

収
益
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
経
営
が
あ
り
、
経
営
努

力
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
稲
作
部
門
で
は
、

米
政
策
改
革
等
の
中
で
、
大
規
模
層
に
お
い
て
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
よ
り
発
揮
さ
れ
や
す
い
よ
う
な
地

域
的
取
り
組
み
や
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

平成６年 平成１３年 増減 増減率(%)
水田経営面積 (ａ) 1,203  1,399  197 16
うち借地面積 (ａ) 504     689 185 37

水稲作付面積 (ａ) 1,056  973 ▲ 83 ▲ 8
転作面積 (ａ) 142     401 259 183
水稲単収 (㎏/10a) 542     516 ▲ 26 ▲ 5
玄米販売価格 (円/60㎏) 18,929 14,905 ▲ 4,024 ▲ 21

平成６年 平成１３年 増減 増減率

農業収入   ▲ 511 ▲ 2
(104) (0)

うち米販売収入   ▲ 4,717 ▲ 28
(▲4,102) (▲24)

　　作業受託収入    808 49
　　その他部門収入     607 17

農業支出   2,609 18
うち稲作部門物財費

23,059

17,117

1,650
3,496

14,467
5,090    ▲ 1,035 ▲ 20

　　減価償却費     336 11
　　雇用労賃 774    159 26
　　支払地代     ▲ 213 ▲ 13
　　その他の費用     3,361 80

農業所得

2,947
614

1,631
4,184
8,592    ▲ 3,120 ▲ 36

22,548
(23,163)

12,400
(13,015)

2,458
4,102

17,076
4,055
3,284

1,418
7,546
5,472

(6,087) (▲2,505) (▲29)

表１　経営規模及び単収・単価（稲作・個人１戸当たり）

表２　損益状況の概要（稲作・個人１戸当たり）

：１） (　　)内は平成13年の水稲単収を平成6年と同じ542㎏/10aとし、　
　　他の収入及び支出は変わらないものとした場合の推計値である。　　
　２）四捨五入により増減の末尾が一致しない場合がある。

注

単位：千円，％

【ご質問をお寄せください】会員の皆さまの日頃のお悩みや疑問に、税務・労務・マーケティングなど専門家の先生が経営塾の紙面上でお答えします（秘密は厳守します）。FAX・メールでのご質問お待ちしています。

 この秋は組織運営についての検討がいよい
よ本格化してきます。初めての地方開催セミ

ナーとなる秋季セミナーも間近に迫ってきま

した。秋田県の会員さん達が地元の食材を提

供する交流・交歓会も楽しみです。

 
◇１０月２１日（火）　　

　　第１１回組織委員会

◇１０月３１日（金）　　

　　第１５回役員会（秋田）

◇１０月３１日（金）～１１月１日（土）

　　農業法人全国秋季セミナー２００３

　　　　　　　　　　　　　inあきた（秋田）
◇１１月１０日（月）～１２日（水）　

　　アグリビジネス経営塾第１回中央研修会

◇１１月１５日（土）　　

　　新農業人フェア'０３
　　（農業法人合同会社説明会等）（大阪）

◇１１月１９日（水）～２０日（木）　　

　　北信越ブロック農業法人協会研修交流会（金沢）

◇１１月下旬　　　　　　

　　第１３回運営委員会

◇１２月１１日（木）～１２日（金）　

　　中国ブロック農業法人協会交流研修会（山口）

■アメリカに工場進出

　当協会の会員である「（有）丸浅苑」（徳

島市、湯浅明男代表取締役）が来年中にもア

メリカ・アーカンソー州にシイタケ栽培工場

を建設し、現地生産に乗り出すと報道されま

した。欧米では健康食品としてキノコの需要

が増えていることに対応したもの。年内には

現地政府と最終交渉に入る予定。

今後のスケジュール


